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４

会
社
は
、
別
表
に
掲
げ
る
事
項
が
前
二
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
適
正
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
公

認
会
計
士
（
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
第
十
六
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
外
国
公
認

会
計
士
を
含
む
。
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
監
査
法
人
に
よ
る
証
明
書
を
得
る
と
と
も
に
、
当
該

証
明
書
を
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
書
類
と
併
せ
て
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
条
中
「
第
十
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
九
条
中
「
第
十
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
改
め
、「
郵
便
局
」
の
下
に
「
又
は
会
社
の
営
業
所
で
あ
っ
て
郵
便
窓

口
業
務
を
行
う
も
の
の
う
ち
銀
行
窓
口
業
務
若
し
く
は
保
険
窓
口
業
務
を
行
わ
な
い
も
の
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十

一
条
と
す
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
提
出
」
を
「
認
可
の
申
請
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
九
条
前
段
」
を
「
第
十
条
前

段
」
に
、「
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
」
を
「
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
」
に
、「
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」を「
提

出
し
て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
基
本
方
針
」
の
下
に「（
法
第
五
条
に
規

定
す
る
責
務
の
履
行
に
係
る
も
の
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
郵
便
局
の
設
置
に
関
す
る
計
画
」を「
法

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
対
象
と
な
る
郵
便
局
及
び
会
社
の
営
業
所
の
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
基
本

的
な
計
画
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
九
条
後
段
」
を
「
第
十
条
後
段
」に
、「
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に
当
該
変
更
後
の
事
業
計
画
を
添
え
て
、」を
「
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び
変
更
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書
を
」
に
、「
を
提
出
」
を
「
の
認

可
を
申
請
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
七
条
中
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
九

条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、

同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

２

会
社
は
、
法
第
七
条
後
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
銀
行
窓
口
業
務
契
約
又
は
保
険
窓

口
業
務
契
約
の
内
容
を
変
更
す
る
た
め
の
契
約
を
締
結
す
る
日
の
一
月
前
ま
で
に
（
法
第
二
条
第
二
項
第
三
号
又

は
同
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
変
更
す
る
た
め
の
契

約
を
締
結
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
）、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に
変
更
後
の
銀
行
窓
口
業
務
契
約

又
は
保
険
窓
口
業
務
契
約
に
係
る
契
約
書
の
案
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
、
総

務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

変
更
の
内
容

二

変
更
の
理
由

三

銀
行
窓
口
業
務
契
約
又
は
保
険
窓
口
業
務
契
約
の
内
容
を
変
更
す
る
た
め
の
契
約
を
締
結
す
る
日

四

変
更
に
係
る
銀
行
窓
口
業
務
又
は
保
険
窓
口
業
務
の
開
始
の
時
期

第
一
条
第
一
項
中
「
郵
便
局
株
式
会
社
」
を
「
日
本
郵
便
株
式
会
社
」
に
、「
郵
便
局
株
式
会
社
法
（
平
成
十
七
年

法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
を
「
法
」
に
、「
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条

を
第
三
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
銀
行
窓
口
業
務
）

第
一
条

日
本
郵
便
株
式
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
二
項
本
文
に
規

定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
銀
行
代
理
業
の
う
ち
利
用
者
本
位
の
簡

便
な
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
取
扱
件
数
が
多
い
こ
と
等
か
ら
国
民
生
活
に
定
着
し
て
い
る

役
務
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
係
る
も
の
と
す
る
。

一

流
動
性
預
金
の
う
ち
簡
易
な
貯
蓄
の
手
段
で
あ
る
も
の
の
受
入
れ
を
内
容
と
す
る
契
約
の
締
結
の
代
理

二

定
期
性
預
金
の
う
ち
簡
易
な
貯
蓄
の
手
段
で
あ
る
も
の
の
受
入
れ
を
内
容
と
す
る
契
約
の
締
結
の
代
理

三

為
替
取
引
の
う
ち
簡
易
な
送
金
及
び
債
権
債
務
の
決
済
の
手
段
で
あ
る
も
の
を
内
容
と
す
る
契
約
の
締
結
の

代
理

２

法
第
二
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

銀
行
窓
口
業
務
契
約
の
期
間
、
更
新
及
び
解
除
に
関
す
る
事
項

二

銀
行
窓
口
業
務
契
約
に
係
る
手
数
料
に
関
す
る
事
項

（
保
険
窓
口
業
務
）

第
二
条

法
第
二
条
第
三
項
本
文
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
募
集
及
び

関
連
保
険
会
社
の
事
務
の
代
行
の
う
ち
利
用
者
本
位
の
簡
便
な
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
取

扱
件
数
が
多
い
こ
と
等
か
ら
国
民
生
活
に
定
着
し
て
い
る
役
務
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
係
る
も
の
と

す
る
。

一

終
身
保
険
（
被
保
険
者
を
一
人
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
又
は
被
保

険
者
が
死
亡
し
た
こ
と
の
ほ
か
被
保
険
者
の
生
存
中
に
一
定
の
期
間
が
満
了
し
た
こ
と
に
よ
り
保
険
金
の
支
払

を
す
る
も
の
を
い
う
。）の
う
ち
簡
易
に
利
用
で
き
る
も
の
の
保
険
契
約
に
係
る
保
険
募
集

二

養
老
保
険
（
被
保
険
者
を
一
人
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
被
保
険
者
の
生
存
中
に
保
険
期
間
が
満
了
し
、
若

し
く
は
そ
の
期
間
の
満
了
前
に
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
又
は
こ
れ
ら
の
事
由
の
ほ
か
被
保
険
者

の
生
存
中
に
保
険
期
間
内
の
一
定
の
期
間
が
満
了
し
た
こ
と
に
よ
り
保
険
金
の
支
払
を
す
る
も
の
を
い
う
。）の

う
ち
簡
易
に
利
用
で
き
る
も
の
の
保
険
契
約
に
係
る
保
険
募
集

三

前
二
号
に
規
定
す
る
保
険
契
約
に
係
る
保
険
金
の
支
払
の
請
求
の
受
理
に
関
す
る
事
務
の
代
行

２

法
第
二
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

保
険
窓
口
業
務
契
約
の
期
間
、
更
新
及
び
解
除
に
関
す
る
事
項

二

保
険
窓
口
業
務
契
約
に
係
る
手
数
料
に
関
す
る
事
項

第
六
条
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
五
条
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
三
条
及
び
第
四
条
を
削
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を「（
郵
便
局
の
設
置
基
準
等
）」に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を

「
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
基
準
に
よ
る
ほ
か
、
会
社
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
り
、
郵
便
局
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

地
域
住
民
の
需
要
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

交
通
、
地
理
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
地
域
住
民
が
容
易
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
位
置
に
設
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

三

過
疎
地
に
お
い
て
は
、
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
号
）

の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
こ
と
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
会
社
は
、
会
社
の
営
業
所
で
あ
っ
て
郵
便
窓
口
業
務
を
行
う
も
の
の
う
ち
銀
行

窓
口
業
務
又
は
保
険
窓
口
業
務
を
行
わ
な
い
も
の
を
郵
便
局
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
前
項
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
り

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

簡
易
郵
便
局
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
十
三
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
簡
易
郵
便
局
は
、
前
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
会
社
の
営
業
所
と
み
な
す
。

第
二
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
郵
便
局
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
会
社
は
、
い
ず
れ
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含

む
。）に
お
い
て
も
、
一
以
上
の
郵
便
局
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
郵
便
窓
口
業
務
及

び
保
険
窓
口
業
務
を
行
う
会
社
の
営
業
所
（
関
連
銀
行
の
営
業
所
が
併
設
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。）が
当
該
市
町

村
（
特
別
区
を
含
む
。）に
お
い
て
一
以
上
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
郵
便
窓
口
業
務
及
び
銀
行
窓
口
業
務
を
行
う

会
社
の
営
業
所（
関
連
保
険
会
社
の
営
業
所
が
併
設
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。）が
当
該
市
町
村（
特
別
区
を
含
む
。）

に
お
い
て
一
以
上
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
そ
の
他
の
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
総
務
大
臣
が
認
め
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

第
二
条
を
第
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
郵
便
局
等
に
係
る
届
出
事
項
）

第
五
条

会
社
は
、
法
第
六
条
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の

届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

会
社
は
、
法
第
六
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

二

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三

変
更
の
理
由

（
銀
行
窓
口
業
務
契
約
及
び
保
険
窓
口
業
務
契
約
の
内
容
の
届
出
）

第
六
条

会
社
は
、
法
第
七
条
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
銀
行
窓
口
業
務
契
約
又
は
保

険
窓
口
業
務
契
約
を
締
結
す
る
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に
銀
行
窓
口
業
務

契
約
又
は
保
険
窓
口
業
務
契
約
に
係
る
契
約
書
の
案
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え

て
、
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

関
連
銀
行
又
は
関
連
保
険
会
社
の
商
号
、
免
許
取
得
年
月
日
及
び
営
業
開
始
年
月
日

二

銀
行
窓
口
業
務
契
約
又
は
保
険
窓
口
業
務
契
約
を
締
結
す
る
日

三

銀
行
窓
口
業
務
又
は
保
険
窓
口
業
務
の
開
始
の
時
期

š


		2012-07-29T14:35:37+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




